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◎印のついた質問は、次頁以降詳細に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
グ
リ
ー
ン
共
同

鳥飼 幹男
災害時の対応（西日本豪雨災害）について ◎

高齢者の見守り支援について

鳥羽 昌明
倉吉市の防災減災対策について ◎

熱中症対策について

山口 博敬

気象情報について

オリンピックについて

教育行政について ◎

農林行政について

く
ら
よ
し
創
生

佐々木 敬敏

農業振興について ◎

保育無償化について

保・小・中学校の環境について

防災について

米田 勝彦

災害対策について

観光振興について

福祉政策について ◎

日
本
共
産
党

佐藤 博英

災害対策について ◎

公共交通及び運転免許返納対策につ
いて

学校教育について

博物館の役割について

（
無
所
属
）

朝日 等治

「足育」及び「歩育」の推進について ◎

お試し住宅の現状について

LGBTに係る本市の対応について

体育施設及び設備の充実について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新
政
会

伊藤 正三

災害・防災対策について ◎

異常気象緊急対策について

中心市街地活性化対策について

福井 康夫

観光と交通対策について ◎

保育行政について

教育行政について

由田　隆 学校再編と子育て環境整備について ◎

竺原 晶子

小中学校普通教室エアコン設置につ
いて

複数課題を抱えた世帯への支援につ
いて

◎

教育のICT化に向けた環境整備５か年
計画について

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、
つ
ば
き
、
草
の
根
、
倉
吉
自
民
共
同

福谷 直美

鳥取県から総理大臣を！

若者定住他のための宅地の確保につ
いて

◎

県立美術館について

受動喫煙対策について

丸田 克孝

公共施設の現状について ◎

財政の健全化について

行政資源の効果的・効率的活用について

職員の能率向上について

藤井 隆弘

人口減少・高齢化・災害多発社会について ◎

自然災害（水害）対策について

暑さ・熱中症対策について

地域包括ケアシステムについて

持続可能なまちづくりに向けてについて

大津 昌克

持続可能なまちづくりについて

新地方公会計制度（予算、決算など）の
活用について

公有財産について

小中学校のエアコン設置計画について ◎

【一般質問】
【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針

などについて報告や説明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われてい

るかを質すものです。倉吉市議会では、基本的に１人あたりの質問時間は、２５分です。

一般質問通告一覧表より

【通告とは？】

　本会議で発言しようとする議員は、あらかじめ議長

に対して質問する項目を明らかにするために、文書で

通告を行います。この文書を「質問通告書」と言います。

９月
平成３０年

第５回

定例会

2018.12 （2）



市
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を
探
る
　

　
平
成
30
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
27
日
（
木
）
ま

で
開
催
さ
れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
市
立
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

由田　隆

 

【
小
椋
教
育
長
】
地
域
の
学
校
と
し
て
生

か
す
分
校
に
係
る
考
え
方
は
、
こ
れ
か

ら
の
選
択
肢
の
中
の
重
要
な
一
つ
の
方

法
だ
と
考
え
て
い
る
。
ぜ
ひ
協
議
会
で

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
石
田
市
長
】
今
提
案
し
て
い
る
案
が
す

べ
て
で
は
な
い
。
協
議
会
に
参
加
い
た

だ
い
て
、
議
論
を
闘
わ
せ
る
中
で
合
意

が
得
ら
れ
る
最
善
の
策
を
作
っ
て
い
け

ば
よ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

小
学
校
再
編
は
現
行
の
再
編
計
画
案
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

地
域
の
学
校
を
活
か
し
た
再
編
を
考
え
る
べ
き
だ
！

伊藤 正三

 

　
河
川
の
改
修
や
維
持
管
理
を
国
や
県

へ
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
で
も

河
川
整
備
や
内
水
排
水
対
策
な
ど
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
対
策
の
研
究
会
や
避
難

体
制
の
あ
り
方
の
検
討
を
自
治
公
民
館

連
合
会
と
連
携
し
て
行
う
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
対
策
を
し
っ
か
り
と
講

じ
て
い
き
た
い
。

「
ハ
ー
ド
対
策
」の
不
足
が
、
多
発
す
る
災
害
で
甚
大
な

被
害
を
招
い
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

竺原 晶子

 

　
支
援
体
制
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い

と
い
う
の
が
現
状
。
世
帯
全
体
に
着
目

し
て
、
福
祉
・
介
護
・
保
健
・
医
療
に

限
ら
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
課
題
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
包
括
的
な
支
援
体

制
を
構
築
す
る
、
そ
う
い
っ
た
制
度
の

垣
根
を
超
え
た
総
合
相
談
窓
口
の
設
置

に
つ
い
て
今
後
十
分
検
討
し
、
で
き
る

だ
け
早
く
体
制
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

複
数
課
題
を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援
体
制
を
整
備
し
、

組
織
と
し
て
課
題
改
善
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
！

※９月定例会時点の会派です。

…くらよし・アイズ、草の根、つばき、倉吉自民共同

…新政会 …公明党・グリーン共同

…くらよし創生 …日本共産党

…無所属

【会派名】

福井 康夫

 

　「
み
ど
り
の
券
売
機
プ
ラ
ス
」は
自
身

で
操
作
す
る「
み
ど
り
の
券
売
機
」
に
オ

ペ
レ
ー
タ
機
能
が
追
加
さ
れ
た
も
の
。

高
齢
者
な
ど
に
は
使
い
勝
手
か
ら
考
え

る
と
改
善
さ
れ
る
と
は
捉
え
づ
ら
い
部

分
が
あ
る
た
め
、
で
き
れ
ば
対
面
販
売

も
残
し
、
利
便
性
が
下
が
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
た
い
。
当
面
は
対
面
販
売
も

な
く
な
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
使
い

分
け
し
な
が
ら
利
用
し
て
ほ
し
い
。

倉
吉
駅
の
窓
口
充
実 

「
み
ど
り
の
券
売
機
プ
ラ
ス
」の
導
入

時
、
対
面
販
売
の
窓
口
閉
鎖
に
歯
止
め
を
！

（3）平成 30.12



大津 昌克

 

【
小
椋
教
育
長
】
財
源
に
つ
い
て
、
国
の

考
え
が
ど
う
な
る
か
に
も
よ
る
。
現
在

は
３
割
と
聞
い
て
い
る
国
の
補
助
が
増

え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
を

買
い
取
っ
て
設
置
す
る
ほ
か
に
、
リ
ー

ス
や
民
間
資
金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
も

検
討
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
で
き
る
だ
け
短
い
計

画
年
数
で
設
置
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
従
っ
て
進
め
た
い
。

小
中
学
校
の
全
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
早
期

か
つ
一
括
整
備
に
向
け
た
多
様
な
財
源
の
検
討
を

藤井 隆弘

 

　
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う

現
状
認
識
を
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な

い
。
市
に
あ
る
も
の
を
う
ま
く
生
か
し

て
上
手
に
縮
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
が

大
事
。
市
民
参
画
と
協
働
、
広
域
連
携

と
い
う
こ
と
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
。
中

部
全
体
と
し
て
の
地
方
創
生
を
協
働
し

て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
「
愛
着

と
誇
り
、
未
来
い
き
い
き
み
ん
な
で
つ

く
る
倉
吉
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
大
切
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
・
災
害
多
発
社
会
に
お
け
る「
持

続
可
能
な
ま
ち
」に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
う

鳥羽 昌明

 

　
災
害
へ
の
対
応
は
、
今
や
自
治
体
に

と
っ
て
も
最
大
の
行
政
課
題
と
い
っ
て

も
い
い
状
況
。
水
害
や
土
砂
災
害
は
頻

度
も
可
能
性
も
高
い
の
で
、
あ
る
意
味
、

地
震
以
上
に
重
要
な
災
害
と
し
て
認
識

を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
最
近
の
多

く
の
事
例
も
踏
ま
え
て
、
関
係
機
関
と

も
十
分
協
議
を
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
防
災
・
減
災
対
策
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
本
市
の
防
災
・
減
災
に

向
け
た
市
長
の
決
意
を

福谷 直美

 

　
上
灘
中
央
公
園
の
宅
地
分
譲
計
画
は

改
め
て
検
討
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
も

話
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
よ
く

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
旧
河
北
中
学
校
跡
地
は
県
有
地
で
あ

り
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
検

討
し
て
ほ
し
い
と
県
に
伝
え
て
い
る
。

宅
地
・
住
宅
政
策
は
、
今
後
、
十
分
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

人
口
減
少
化
対
策 

市
・
県
有
地
を
活
用
し
た
若
者
定
住

推
進
の
た
め
安
価
な
宅
地
提
供
施
策
に
取
り
組
む
べ
き

丸田 克孝

 

　
今
年
度
末
で
指
定
管
理
期
間
が
満
了

す
る
８
件
中
５
施
設
は
、
７
～
８
月
に

公
募
済
み
。
地
区
公
民
館
は
役
割
と
機

能
体
制
を
整
理
・
検
討
す
る
た
め
１
年

間
の
協
定
を
締
結
。

　
耐
用
年
数
や
利
用
状
況
、
経
費
な
ど

を
考
え
、
廃
止
、
統
合
、
譲
渡
な
ど
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。
近
年
、
補
修
し

た
主
な
施
設
の
築
年
数
は
15
～
55
年
。

公
共
施
設
の
築
年
数
と
補
修
状
況
、
ま
た
指
定
管
理
者

制
度（
施
設
含
む
）の
現
状
と
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て

鳥飼 幹男

 

　
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
自
分
の

居
住
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
り
、
自

身
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
、

自
身
に
合
っ
た
避
難
に
必
要
な
情
報
・

判
断
・
行
動
を
把
握
し
、
い
つ
避
難
を

始
め
る
か
、
ど
ん
な
経
路
に
す
る
の
か
、

行
動
を
想
定
し
作
成
す
る
こ
と
で
、
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
行
動
に
つ

な
げ
る
も
の
。
防
災
研
修
な
ど
を
通
じ

て
、
住
民
へ
の
周
知
に
努
め
た
い
。

地
域
の
洪
水
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
自
分
に
合
っ
た
避
難

行
動
を
定
め
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
策
定
の
考
え
を
問
う

2018.12 （4）



山口 博敬

 

【
小
椋
教
育
長
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
検
討
し
た
。
全
区
間
中
継
は
定
点

で
の
監
視
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
映
像
で
も

１
０
０
万
円
以
上
の
経
費
が
必
要
で
あ

り
、
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
上
の
撮
影
用
バ

イ
ク
は
許
可
が
下
り
な
い
、
ド
ロ
ー
ン

は
撮
影
場
所
が
陸
上
競
技
場
周
辺
と
、

現
状
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
実

現
は
難
し
い
。

く
ら
よ
し
女
子
駅
伝
と
日
本
海
駅
伝
の
県
内
外
発
信
に

対
す
る
映
像
化
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
を
問
う

佐藤 博英

 

　
教
育
と
は
国
家
百
年
の
大
計
。
国
の

責
任
で
し
っ
か
り
と
予
算
を
つ
け
て
い

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
決
し
て
、
市
の
一
般
財
源
は

潤
沢
で
は
な
く
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
で
国
の
予
算
を
し
っ
か
り

取
っ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
教
育
委
員
会
と
も
国
の
予
算
の

付
き
具
合
も
含
め
て
よ
く
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
が
全
国
に
比
べ
あ
ま
り

に
低
い
。
こ
の
際
全
教
室
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か

朝日 等治

 

【
石
田
市
長
】倉
吉
市
幼
児
教
育
研
究
会

で
Ｐ
Ｒ
し
、
保
育
所
に
取
り
組
み
を
提

案
し
た
い
。
そ
の
上
で
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
意
向
を

聞
き
、
普
及
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
小
椋
教
育
長
】
す
で
に
、
明
倫
・
関
金

小
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
先
生
の
足
育
・

歩
育
の
授
業
の
実
施
計
画
が
あ
る
。
こ

れ
を
契
機
に
広
め
る
方
法
を
探
し
て
い

き
た
い
。

土
踏
ま
ず
の
形
成
を
目
指
し
た
足
育
及
び
歩
育
を
市
立

保
育
所
や
小
中
学
校
へ
普
及
し
て
は

佐々木 敬敏

 

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
担
い
手
の
高

齢
化
・
労
働
力
不
足
な
ど
へ
の
対
応
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
な
ど

を
活
用
し
、
超
省
力
化
や
高
品
質
生
産

な
ど
を
可
能
に
す
る
新
た
な
農
業
。
県

は
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
普
及
は
図
っ
て

い
く
も
の
の
、
消
耗
品
と
し
て
の
扱
い

で
あ
り
、
助
成
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
国
・
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

市
の
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
。

農
業
振
興
に
つ
い
て 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
事
業
内
容
と
、
農

業
用
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
助
成
を
ど
う
考
え
る
か

米田 勝彦

 

　
公
立
保
育
所
で
は
い
ず
れ
も
保
護
者

が
使
用
済
み
お
む
つ
を
持
ち
帰
っ
て
い

る
。
私
立
保
育
所
で
は
９
施
設
が
持
ち

帰
り
、７
施
設
は
施
設
で
処
分
し
て
い
る
。

施
設
設
置
者
と
し
て
は
、
保
護
者
に
よ

る
子
ど
も
の
体
調
管
理
の
た
め
に
も
持

ち
帰
り
を
望
む
。
ま
た
、
衛
生
的
な
管

理
下
で
の
保
管
場
所
の
確
保
が
難
し
い
。

保
護
者
と
園
と
で
よ
く
話
し
、
相
互
理

解
の
上
で
処
分
を
決
め
る
こ
と
が
大
事
。

保
育
所
の
子
ど
も
の
お
む
つ
は
保
護
者
が
持
ち
帰
っ
て

い
る
。
市
が
回
収
し
、
子
育
て
を
支
援
し
て
は

（5）平成 30.12



【議案質疑】
【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問

や不明確な点を問う発言をいいます。自己の意見を述べることはできません。

　倉吉市議会では質疑回数は１議題５回までとなっています。

９月
平成３０年

第５回

定例会

議員名 通告 担当部局

藤井隆弘

一般

決算  総合交通対策（企画） 企画産業部
一般

決算  総合交通対策（定住自立圏） 企画産業部
一般

決算  児童健全育成 健康福祉部
一般

決算  公立放課後児童クラブ運営 健康福祉部
一般

決算  元気はつらつプラン 教育委員会
一般

決算  運動部活動外部指導者活用 教育委員会
一般

補正  自治公民館活動推進 企画産業部
一般

補正  伯耆しあわせの郷管理運営委託 健康福祉部

福谷直美

一般

補正  安全・安心生活空間の整備（社会資本整備総合交付金） 建設部
一般

補正  体育施設維持管理 教育委員会

佐藤博英

一般

決算  戸籍住民基本台帳費（繰越明許） 総務部
一般

決算  一般管理費 総務部
一般

決算  交通対策費 総務部
一般

決算  農業振興費 企画産業部
一般

決算  農地費 企画産業部
一般

決算  商工業振興費 企画産業部
一般

決算  災害対策費 総務部
一般

補正  減債基金積立金 総務部
一般

補正  企業誘致 企画産業部
一般

補正  建築指導 建設部
一般

補正  市営住宅維持管理 建設部

米田勝彦
一般

補正  小学校運営（総務） 教育委員会

大月悦子

一般

決算  子どもの居場所づくり推進モデル事業 健康福祉部
介護

決算  趣旨普及費 健康福祉部
介護

決算  包括的支援事業費 健康福祉部

福井康夫

一般

決算  労働諸費 企画産業部
一般

決算  商工業振興費 企画産業部
一般

決算  観光費 企画産業部
一般

決算  消防施設費 総務部
一般

補正  住宅管理費 建設部

鳥羽昌明
一般

補正  建築指導 建設部

佐々木敬敏

一般

決算  公衆浴場確保対策 企画産業部
一般

決算  鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進 企画産業部
一般

決算  荒廃農地等利活用促進 企画産業部
一般

決算  企業等農業参入促進支援事業 企画産業部
一般

決算  竹資源活用新事業創出事業 企画産業部
一般

決算  きのこ王国鳥取推進事業 企画産業部
一般

補正  給食センター（電算システム改修委託料） 教育委員会

一般

決算 …認定第１号 平成２９年度倉吉市一般会計歳入歳出決算の認定について
介護

決算 …認定第３号 平成２９年度倉吉市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
温泉

決算 …認定第６号 平成２９年度倉吉市温泉配湯事業特別会計歳入歳出決算の認定について
下水道

決算 …認定第９号 平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
一般

補正 …議案第５６号 平成３０年度倉吉市一般会計補正予算（第４号）

※ 掲載は通告順です。発言順とは異なります。
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議案の疑問を質す―
　９月１０日（月）、１１日（火）には、執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。

※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることとなっています。

議員名 通告 担当部局

由田　隆

一般

決算  障がい者福祉費 健康福祉部
一般

決算  児童館費 健康福祉部
一般

決算  生活保護 健康福祉部
一般

決算  水防対策 総務部
一般

補正  児童福祉総務費 健康福祉部

大津昌克

一般

決算  給食センター（役務費、使用料及び賃借料） 教育委員会
一般

補正  小学校運営（総務） 教育委員会
一般

補正  体育施設維持管理 教育委員会
一般

補正  給食センター 教育委員会

竺原晶子

一般

決算  総合交通対策 企画産業部
一般

決算  ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 企画産業部
一般

決算  国内交流 企画産業部
温泉

決算  施設管理 総務部

丸田克孝

一般

決算  防犯活動 総務部
一般

決算  農道維持管理（農道清掃委託） 企画産業部
一般

決算  竹資源活用新事業創出事業 企画産業部
一般

決算  きのこ王国鳥取推進事業 企画産業部
一般

補正  建築指導（震災に強いまちづくり促進事業費補助金） 建設部

伊藤正三

一般

決算  ふるさと納税 企画産業部
一般

決算  EV導入推進 企画産業部
一般

決算  倉吉ふるさと未来づくり基金積立金 企画産業部
一般

決算  鳥獣被害総合対策事業 企画産業部
一般

補正  伯耆しあわせの郷管理運営委託 健康福祉部
一般

補正  小学校運営（総務） 教育委員会

山口博敬

一般

決算  行政改革懇談会・まちづくり評価会議 総務部
一般

決算  遺族援護関係 健康福祉部
一般

決算  敬老会及び敬老の日記念 健康福祉部
一般

決算  非常備消防 総務部
下水道

決算  公共下水道の接続について 建設部
一般

補正  電算業務 総務部
一般

補正  放課後児童クラブ整備事業 健康福祉部
一般

補正  市営住宅維持管理 建設部

朝日等治

一般

決算  （歳入）住宅使用料 建設部
一般

決算  企画政策推進（倉吉市学生ボランティア活動交通費補助金） 企画産業部
一般

決算  就農条件整備事業 企画産業部
一般

決算  薬用作物等生産振興対策事業 企画産業部
一般

決算  就職情報提供事業 企画産業部
一般

決算  市営住宅維持管理 建設部
一般

決算  消防施設整備 総務部
一般

決算  耐震性貯水槽整備事業 総務部
一般

補正  市営住宅維持管理（徴収委託料） 建設部
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９月
平成３０年

第５回

定例会

【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願など

を審査します。行政の事務は多岐にわたり、専門的であるため、合理的・能率的

に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

【常任委員会】

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、
20

件
の
議
案
と
５
件
の
請
願
・
陳
情
が

付
託
さ
れ
、
９
月
13
日（
木
）、
14
日

（
金
）、
27
日（
木
）
に
委
員
会
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
54
号 

専
決
処
分
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
倉
吉
市
一
般
会
計

補
正
予
算
第
３
号
）
の
中
で
、
緊
急

安
全
対
策
で
修
繕
し
た
公
共
施
設
ブ

ロ
ッ
ク
塀
６
件
以
外
の
危
険
箇
所
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
よ
り

「
来
年
度
以
降
に
お
い
て
各
施
設
所

管
課
で
対
応
を
図
っ
て
い
く
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定
、
可
決
、

同
意
さ
れ
、
請
願
１
件
は
採
択
、
陳

情
は
１
件
が
採
択
、
１
件
が
不
採
択
、

１
件
が
趣
旨
採
択
、
１
件
が
陳
情
の

ま
ま
据
え
置
く
と
な
り
ま
し
た
。

総務建設常任委員会

委員

佐々木 敬敏 委員長

藤井 隆弘 副委員長

伊藤 正三 委員

大津 昌克 委員

坂井 徹 委員

鳥飼 幹男 委員　

執行部

総務部、建設部、会計課、

水道局、議会事務局、

選挙管理委員会、監査委員、

公平委員会

【行政視察報告】

とき： 平成３０年１０月３１日（水）～１１月２日（金）

視察先および視察内容

① 石川県金沢市 

「金沢方式 無電柱化の推進～中心市街地での無電柱化」

② 石川県輪島市 

「自動運転の電動カート事業『WA-MO』の取り組み」（輪島

モデル～高齢者移動手段の確保と地域活性化）、 

「本町、朝市通り整備事業」

■本町、朝市通り整備事業

　本町、朝市通りは、朝市と商店

街が共存する全国でも珍しい特殊

な道路の利用形態。まちづくり総

合支援事業により自然石舗装、電

線地中化など景観整備も含めて実

施。地元住民を中心としたワー

キンググループ会議を発足し、

行政や専門家を交えた意見交換

を行いながら整備内容やデザイ

ン、材質を含めた検討を行った。

　人口減少・高齢化が進む輪

島市の活性化を促す新たな公

共交通として、電動カート運行

による持続可能な交通システム

の実現を目指している。商工会

議所が実施主体となり平成２５

年より公道走行、その後、中心市街地

３コースでの定時、定路線走行を実施。

利用者は平成２９年度で約４千人。ほ

とんどが観光客の利用で当初目的の高

齢者利用には至っていない。高齢者が

利用しやすい環境づくりが課題。

■金沢方式 中心市街地での無電柱化

　景観施策を背景とした無電柱化

を昭和６１年から第６期にわたる

計画により、地域の実情に合わせ

た整備手法を組み合わせて無電柱

化を推進。狭わい道路において、

完全地中化方式のほかソフト地

中化（街路灯に柱状型分岐機器

の設置）、地上機器の集約配置、

軒下、裏配線のなどの整備手法

を採用している。

金沢市議会棟前で

■自動運転の電動カート事業「WA-MO」の取り組み
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県立美術館建設推進調査特別委員会

委員

 福井康夫委員長、福谷直美副委員長、 

大津昌克委員、大月悦子委員、坂井徹委員、 

佐藤博英委員、鳥羽昌明委員、由田隆委員、 

米田勝彦委員

　県立美術館建設推進調査特別委員会が９月

２６日（水）に開催されました。鳥取県立美術

館整備に係る現状と今後の取組みをテーマに

して、鳥取県立博物館 田中規
のりやす

靖館長から、平

成３０年７月に策定された鳥取県立美術館整

備基本計画や整備運営の手法などについて説

明をいただきました。

　委員からも、美術館の事業展開やボランティ

アの養成、PFI方式による整備運営、周辺施設

との相乗効果、情報発信などについて、活発

に意見交換されました。

中心市街地活性化調査特別委員会

委員

 鳥飼幹男委員長、竺原晶子副委員長、 

朝日等治委員、伊藤正三委員、佐々木敬敏委員、 

藤井隆弘委員、丸田克孝委員、山口博敬委員

　中心市街地活性化調査特別委員会ならびに

同協議会が９月２５日（火）に開催されました。

一般社団法人倉吉観光マイス協会 牧野光
みつてる

照代

表理事から、中心市街地活性化事業における

観光振興について、現状や今後の課題を説明

いただきました。

　委員からは、観光客誘致に向けたSNSの積

極的かつ効果的な活用、地域の特性を活かし

たイベント創設、中心市街地での買い物動向

の向上による経済発展など、観光振興を地域

振興に結びつけるための意見が多く出されま

した。

　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
に
は
４
件

の
議
案
が
付
託
さ
れ
、９
月
18
日（
月
）

に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
56
号 

平
成
30
年
度
倉
吉

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の

審
査
で
は
、
大
谷
工
業
団
地
再
整
備

事
業
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
用
地
購

入
面
積
の
増
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

見
込
み
を
含
め
て
一
体
的
に
整
備

し
、
ま
た
、
周
辺
道
路
の
通
学
路
や

安
全
な
通
行
に
関
し
て
、
事
故
防
止

の
た
め
、
企
業
と
よ
く
話
を
し
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定
ま
た

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

企画産業常任委員会

委員

由田 隆 委員長

福谷 直美 副委員長

大月 悦子 委員

山口 博敬 委員

米田 勝彦 委員　

執行部 企画産業部、農業委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
５
件

の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付
託
さ

れ
、
９
月
20
日
（
木
）
、
21
日
（
金
）
の

２
日
間
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
議
案
第
56
号 

平
成
30
年
度
倉
吉

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の

審
査
で
は
、
関
金
児
童
ク
ラ
ブ
の
移

転
に
つ
い
て
、
委
員
全
員
と
執
行
部

で
の
現
地
確
認
を
含
め
、
実
際
に
ク

ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童
・
保
護
者
の

視
点
に
立
っ
た
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
案

は
す
べ
て
全
会
一
致
で
認
定
ま
た
は

可
決
さ
れ
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

教育福祉常任委員会

委員

佐藤 博英 委員長

丸田 克孝 副委員長

朝日 等治 委員

竺原 晶子 委員

鳥羽 昌明 委員

福井 康夫 委員　

執行部 健康福祉部、教育委員会
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【議案等の議決結果】

９月
平成３０年

第５回

定例会

―平成２９年度一般会計歳入歳出決算の認定等３１議案、

請願１件、陳情５件を審議―

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

　　
賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、
つ
ば
き
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

大
月
　
悦
子

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

認定 第
1

号

平成 29年度倉吉市一般会計歳入歳出
決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
2

号

平成29年度倉吉市国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
3

号

平成 29年度倉吉市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
4

号

平成29年度倉吉市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
5

号

平成 29年度倉吉市簡易水道事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
6

号

平成 29年度倉吉市温泉配湯事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
7

号

平成29年度倉吉市住宅資金貸付事業特
別会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
8

号

平成 29年度倉吉市土地取得事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
9

号

平成 29年度倉吉市下水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
10

号

平成 29年度倉吉市駐車場事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
11

号

平成 29年度倉吉市集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
12

号

平成 29年度倉吉市高城財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
13

号

平成 29年度倉吉市小鴨財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
14

号

平成 29年度倉吉市北谷財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認定 第
15

号

平成 29年度倉吉市上北条財産区特別
会計歳入歳出決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案 第
53

号

平成 29年度倉吉市水道事業会計利益
の処分及び決算の認定について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案可決

及び認定

議案 第
54

号

専決処分について（平成30年度倉吉市
一般会計補正予算（第3号））

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案 第
55

号

専決処分について（平成30年度倉吉市
下水道事業特別会計補正予算（第1号））

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案 第
56

号

平成 30年度倉吉市一般会計補正予算

（第4号）
16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案 第
57

号

平成30年度倉吉市下水道事業特別会計

補正予算（第2号）
16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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　平成３０年９月第５回倉吉市議会定例会が、９月３日（月）から２７日（木）まで開催

され、平成２９年度一般会計決算および特別会計決算、陳情などが審議されました。

　　
賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、
つ
ば
き
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

大
月
　
悦
子

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第
58

号
倉吉市手数料条例の一部改正について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案の訂正について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案 第
59

号
功労表彰について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案 第
60

号
特別功労表彰について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案 第
61

号

平成 30年度倉吉市一般会計補正予算

（第5号）
16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案 第
62

号
教育長の任命について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案 第
63

号
教育委員会委員の任命について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案 第
64

号
人権擁護委員候補者の推薦について 16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議会

発議
第

7

号

所得税法第56条の廃止を求める意見書
提出について

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議会

発議
第

8

号

地方議会の提出する意見書に係る関係
行政庁の回答を求める意見書提出につ
いて

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議会

発議
第

9

号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度2分の1復元に係る意見書提出につ
いて

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

 番号 件　　　名
委員長報告

（付託委員会）
議案に対する賛否

請願 第
3

号

所得税法第56条の廃止を求

める意見書提出について
採択

（総務建設）
16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情 第
4

号

地方議会の提出する意見書
に係る関係行政庁の回答を
求める意見書提出について

採択
（総務建設）

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情 第
5

号

倉吉市議会の委員会会議録

について
不採択

（総務建設）
13 3 ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 不採択

陳情 第
6

号

打吹公園動物舎のカイウサギ

の怪我と飼育方法について
趣旨採択

（総務建設）
14 2 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 趣旨採択

陳情 第
7

号

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度2分の1復元
に係る意見書提出について

採択
（教育福祉）

16 0 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情 第
8

号

沖縄県による「辺野古沿岸埋
め立て承認撤回の意志」を尊
重するよう求める意見書提出
について

陳情のまま 

据え置く
（総務建設）

10 6 × × ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ×
陳情のまま
据え置く
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行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会の

ホームページをご覧ください。

倉吉市議会

　平成３０年７月から１０月に行政視察に

出向いた議員は、１０名（１０件）でした。

会派・個人

視察報告 【平成３０年７月～１０月分】

期　間 ７月４日（水）～６日（金） 旅費総額 ６８７，１９５円

視察先・目的

東京都町田市 町田市役所 議会改革について

北海道札幌市 札幌芸術の森美術館 美術館の運営について

北海道美唄市 美唄市役所 受動喫煙防止条例について

視察者（会派） 大津昌克、大月悦子、福谷直美、藤井隆弘、丸田克孝 ５名

期　間 ７月９日（月）～１０日（火） 旅費総額 ５２，３９０円

視察先・目的 東京都中央区
TKP東京駅八重洲カンファレンス
センター

質問作成スキルアップ研修

視察者（会派） 竺原晶子 １名

期　間 ７月２３日（月）～２５日（水） 旅費総額 ３０６，５８０円

視察先・目的

北海道中標津町 中標津児童センター「みらいる」 福祉政策（子育て支援）について

北海道根室市
根室市役所 議会改革について

北方四島交流センター／北方館 領土問題について

視察者（会派） 佐々木敬敏、米田勝彦 ２名

期　間 ７月２５日（水）～２６日（木） 旅費総額 ４２，３２０円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
平成３０年度市町村議会議員研修 「自治体決算の基
本と実践 ～行政評価を活用した決算審査～」

視察者（会派） 大津昌克、大月悦子 ２名

期　間 ８月６日（月）～７日（火） 旅費総額 ３２，４６０円

視察先・目的 大阪府河南町 道の駅かなん 道の駅による地域振興について

視察者（会派） 坂井徹 １名

期　間 ８月２２日（水）～２４日（金） 旅費総額 ２４，４６０円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
平成３０年度市町村議会議員研修 

「地方財政制度の基本と自治体財政」

視察者（会派） 大津昌克 １名

期　間 ８月３０日（木）～３１日（金） 旅費総額 ２１，１６０円

視察先・目的 滋賀県大津市 全国市町村国際文化研修所
平成３０年度市町村議会議員研修

「自治体予算を考える」

視察者（会派） 大津昌克 １名

期　間 １０月１８日（木）～１９日（金） 旅費総額 ４６，２００円

視察先・目的 愛知県長久手市 愛知県立大学 第１回地域共生社会推進全国サミット in ながくて

視察者（会派） 鳥羽昌明 １名

期　間 １０月２２日（月）～２５日（水） 旅費総額 １３２，３４０円

視察先・目的

福井県永平寺町 永平寺町役場 端末交通システムについて

京都府宮津市 宮津市役所 竹資源活用について

京都府舞鶴市 舞鶴市役所 舞鶴版コンパクトシティについて

視察者（会派） 佐々木敬敏、米田勝彦 ２名

期　間 １０月２３日（火）～２４日（水） 旅費総額 ７０，８３０円

視察先・目的 東京都国分寺市 都立多摩図書館
第３４回議員の学校 「人権思想にもとづく防災政策
の理念と実際 ～大災害の現場から学ぶべきこと～」

視察者（会派） 鳥羽昌明 １名

※９月定例会時点の会派です。

…くらよし・アイズ、草の根、つばき、倉吉自民共同

…新政会 …公明党・グリーン共同

…くらよし創生 …日本共産党 …無所属

【会派名】
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２５年来の友のもとへ
姉妹都市交流２５周年記念 市民交流団羅

ナ ジ ュ

州市訪問事業

　倉吉市は平成５年から大韓民国羅州市と行政や民間団体によるさまざまな分野

での国際姉妹都市交流を実施してきました。今年は交流開始から２５年を迎え、

また１０月１８日は韓国の行政区「全
ぜ ん ら ど う

羅道」が定められ羅州市がその中心地となっ

てから千年を記念する式典が開催されることから、記念事業などへの招待を受け、

今回の訪問が実現しました。

期間：１０月１８日（木）～２０日（土）／参加議員：議長 坂井徹、副議長 福谷直美、竺原晶子、山口博敬、由田隆

２５人の市民交流団、石

田市長と共に、計３７人が

結団式に臨みました。

結団式（岡山空港ロビー）

定名千年記念式典参列
　１０００人市民合唱ではステージ前に小中高の子どもたち
が集まり、盛大な合唱とともにLED付きの記念風船を飛
ばした。その後、祝賀公演などを鑑賞した。

国内外交流相手として石田

市長・倉吉市議会議員団・市

民団を紹介いただきました。

韓国電力公社見学
　４年前にソウルから羅州市に移転したエネルギー産業中心

「エネルギーバレー」の主要企業を見学。
　エネルギーバレーは、自治体と協力し、企業や研究所など
を１００以上誘致。２０２０年までに５００か所の電力・エネルギー
関連企業・研究所などの誘致を目指している。

▲ 韓国電力公社ビルよ

り羅州市内を望む

旧黒住猪太郎住宅見学
　１９３５年築。当時、羅州
地域で最大の地主で
あった黒住猪太郎の住
家。近代化の歴史と文
化を展示できる施設と
して活用するため、倉
吉市が技術指導や日
本瓦の提供などで協力
した。

羅州市長表敬訪問、
議員懇談会
　羅州市議会は議員定
数１５人（うち女性２人）。
常任委員会は議会運営
委員会、企画総務委員
会、経済産業委員会。
　羅州市の歴史、文化、
観光などの紹介動画を
鑑賞した。

姉妹都市結縁２５周年
記念式典
　両市の市長・議長と
で交流宣言を行った後、
２５年間の交流の歴史
を紹介された。

　市の取り組みだけでなく、市民レベ
ルの交流の積み重ねがとても大き
な役割を果たして今があると感じ
る素敵なスライドショーでした。

ピッカラム革新都市見学

　羅州市ピッカラム洞
ド ン

の
周辺は革新都市に指
定され、開発が進んで
いる。その都市計画の
一環としてできた都市
の全景が見える展望
台「ピッカラム展望台」
は、羅州新都市のランド
マーク。

ピッカラム展望台からの眺め

（13）平成30.12



A

A

Q

Q
「
お
ひ
さ
ま
」
を
利
用
す
る
よ
う
に 

な
っ
た
き
っ
か
け
は

■
家
族
（
姉
・
い
と
こ
）
が
利
用
し
て

お
り
「
い
い
施
設
が
あ
る
よ
」
と
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
え
っ
ぐ

ク
ラ
ブ
」（
産
前
母
親
・
両
親
学
級
）

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
産
後
の
保
健
師
さ
ん
に
よ
る
家
庭

訪
問
時
に
「
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

■
倉
吉
市
に
転
入
し
た
と
き
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
は
子
育
て
が
テ
ー
マ

で
す
。

　
少
子
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、
地

域
社
会
の
変
化
な
ど
、
子
ど
も
や
子

育
て
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
家
庭
や
地
域
に
お
け

る
子
育
て
機
能
の
低
下
、
子
育
て
中

の
親
の
孤
独
感
・
不
安
感
の
増
大
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
子
育

て
支
援
機
能
の
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
子

育
て
支
援
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、

倉
吉
市
子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
ひ
さ
ま
」
を
訪
問
し
、
保
護
者
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
「
お
ひ
さ
ま
」
を 

利
用
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
か

■
ま
だ
話
さ
な
い
乳
児
と
二
人
き
り

で
家
に
い
て
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
で
、

子
ど
も
を
連
れ
て
出
か
け
る
こ
と
の

で
き
る「
お
ひ
さ
ま
」に
来
ま
し
た
。

■
も
と
も
と
外
に
出
か
け
る
こ
と
が

好
き
な
の
で
、
子
ど
も
が
生
後
２
か

月
半
く
ら
い
か
ら
来
ま
し
た
。

■
身
体
測
定
を
受
け
ら
れ
る
の
で
、

定
期
的
に
来
て
い
ま
す
。
身
長
と
体

利用者の勧めや、

市の呼びかけが

きっかけになって

いるようですね

身体測定は「おひさま」の
人気メニューの一つ

子どももお母さんも、
みんなにっこり

この日は「おひるねアート」の撮影が
できる一角もあり、来場者に大人気

子育て世代に聴く
倉吉市子育て総合支援センター「おひさま」

2018.12 （14）



A

AQ

Q

重
だ
け
で
す
が
、
家
で
は
な
か
な
か

測
れ
な
い
の
で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

「
お
ひ
さ
ま
」
を
利
用
し
た
感
想
は

■
家
で
は
子
ど
も
と
二
人
き
り
で
、

子
育
て
が
不
安
で
し
た
が
、
「
お
ひ

さ
ま
」
に
来
る
と
た
く
さ
ん
の
人
と

話
が
で
き
、
情
報
交
換
で
き
る
の

で
、
う
れ
し
い
で
す
。
悩
ん
で
い
る

の
は
自
分
一
人
で
は
な
い
と
安
心
し

ま
す
。

■
火
～
土
曜
日
と
開
館
日
が
多
い
の

で
、
い
つ
で
も
来
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
助
か
り
ま
す
。

■
年
齢
に
合
っ
た
遊
具
や
お
も
ち
ゃ

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
子
ど
も
が
よ
く

遊
ぶ
の
で
助
か
り
ま
す
。

■
子
ど
も
が
３
歳
に
な
っ
た
ら
保
育

園
に
入
園
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
い

き
な
り
多
く
の
子
ど
も
と
触
れ
合
う

の
が
心
配
な
の
で
、「
お
ひ
さ
ま
」
で

慣
れ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
て
、

家
に
帰
っ
て
即
実
践
で
き
る
こ
と
も

あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

■
ベ
テ
ラ
ン
の
保
育
士
さ
ん
が
お
ら

れ
る
の
で
、
相
談
で
き
て
あ
り
が
た

い
で
す
。

倉
吉
市
の
子
育
て
事
情
に
つ
い
て 

意
見
が
あ
り
ま
す
か

■
幼
児
が
遊
べ
る
よ
う
芝
生
な
ど
地

面
の
柔
ら
か
い
遊
び
場
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。

■
公
園
な
ど
に
は
一
般
的
に
３
歳
前

後
が
使
う
遊
具
が
多
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
年
代
が
遊
べ
る
遊
具
が
あ
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

■
ほ
か
の
自
治
体
で
は
産
後
ケ
ア
に

対
す
る
助
成
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
倉
吉
で
も
産
後
の
体
調
や
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
の
た
め
の
制
度
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

※ 

倉
吉
市
で
は
平
成
30
年
７
月
よ
り
産
後
ケ

ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
保
健
セ

ン
タ
ー（
26
ー
５
６
７
０
）や
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
時
に
保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
乳
児
健
診
を
午
前
中
に
も
し
て
ほ

し
い
。
現
在
は
午
後
が
多
い
の
で
す

が
、
子
ど
も
が
眠
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
子
ど
も
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に

合
わ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

■
目
的
地
の
施
設
に
、
お
む
つ
を
替

え
る
ベ
ッ
ド
や
授
乳
室
が
あ
る
か
を

調
べ
て
か
ら
出
か
け
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
情
報
を
ま
と
め
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
便
利
で
す
。

■
現
在
育
児
休
暇
中
で
す
。
職
場
復

帰
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
年
度
途
中

で
の
保
育
園
入
園
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
か
不
安
で
す
。

※ 

保
育
施
設
の
空
き
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

ご
希
望
の
保
育
施
設
ま
た
は
子
ど
も
家
庭

課（
22
ー
８
１
０
０
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「おひさま」を訪ねて

　今回は議場を飛び出して、市子育て総合支援セン

ター「おひさま」に伺い、利用者の皆さんから貴重な

ご意見を聴かせていただきました。平日でもあり、ど

れくらいの人が来られるか不安もありましたが、次々

とかわいい子どもたちが来場し、あっという間にセン

ターが満杯となりました。お母さん同士でおしゃべり

をされる方、子どもと遊具で遊ばれる方、初めてで も

じもじされる方、いろいろな方からお話しを伺うこと

ができました。

　私たち議会の役割の一つは、市の施策が住民福祉の

増進に役立っているか行政をチェックすることです。

そのためには、直接住民の皆さんの声を聴くことが大

事です。利用者の皆さんからは、施設の利便性や行政

サービスについて、概ね高評価をいただきました。し

かし、まだまだ改善の余地もあり、これで満足するわ

けにはいきません。何より、まだ「おひさま」のことを

知らない方や、知っていても利用できていない方に、

どのようにして活用していただけるかなどの課題が

見つかりました。

　子どもは地域の宝です。「おひさま」のように明るく

優しい子育て環境で、より多くの方が倉吉で子育てし

たくなるような行政サービスをお届けできるよう、今

後の議会活動に生かしていきたいと思います。

　今回ご協力いただきました皆さんに感謝いたします。

屋外の遊び場、

母親のケア、

施設設備の

情報発信などへ

意見や希望が

あるようです

同じ頃に出産したお母さん同士で情
報交換や思いを共有する場にも

一緒に歌ったり体を動か
したり、みんなで楽しむ
ミニプログラム

広々とした室内には、さまざまな遊具やおもちゃ
があり、ゆったりと楽しめます

【所在地】上灘町９－１／【電話番号】２２－３９１４

【開館日】火～土曜日 ※祝日・１２月２９日～１月３日を除く

【開館時間】９：３０～１２：００、１３：００～１６：００

【利用対象】市内在住の就学前の子どもとその保護者

※予約不要。利用無料。

倉吉市子育て総合支援センター「おひさま」 

　０歳から就学前の子どもを持つ子育て家庭や子育て

サークル、ボランティア活動を支援する施設です。

　子育てに関する相談や、情報提供、各種セミナーなど

を開催しています。
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大津 昌克委員、竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員

倉吉市中学校・養護学校 

ＰＴＡ連合会 副会長 

（西中学校ＰＴＡ会長）

　 尾﨑 宏之さん

　　

「公立学校エアコン設置がもたらすこと」

　平成最後の今年の夏。ニュースでは連日熱中症

の話題が取り上げられるなど、猛暑日が続いた。

そんな中、愛知県の小学校で、１年生が熱中症で

亡くなるという痛ましい事故があった。そして、

この事件をきっかけに、全国で「公立学校のエア

コン設置」が大きな問題として取り上げられるよ

うになった。

― 学校のエアコン格差と倉吉の事情

　文科省の調査によると、公立学校のエアコン

設置率は、都道府県によって大きな開きがあるよ

うだ。東京都や香川県は１００％近くであるのに

対し、そのほかでは１０％未満のところもあるな

どさまざまである。ちなみに鳥取県は２３．６％

（２０１７年調査）であり、市内の公立小・中学校

の普通教室で設置されている教室は皆無に等しい。

― エアコンがあれば…

　私は教室にエアコンがあることで、子どもたち

の学習効果は相当上がると思っている。私たち大

人も、真夏日に屋内で仕事をするときは、エアコ

ンがあるかないかで業務の効率が全く異なるから

だ。また、真夏のエアコン付き教室は、子どもた

ちが屋外や体育の授業から戻ったときに、「身体

を休める」という避暑的な役割も期待される。

　愛知県での事故は、真夏日の校外学習を終え、

教室に戻ってから２０分後に意識を失ったとい

う。このとき、教室の室温は３７度だったそうだ。

― 子どもたちだけでなく教職員も

　また、教室へのエアコン設置は教職員の労働環

境を改善することにもつながる。人手不足は教職

員も例外ではない。今後、教職員の働き方改革を

推進していくので

あれば、それと同

時に労働環境も改

革し、働きやすい

職場（学校）づくり

を推進していくこ

とも必要と考える。

今

夏
は
酷
暑
に
加

え
、
台
風
や
豪
雨
な

ど
今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
。
特
に
暑
さ
は
身
の

危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
で
、
エ
ア
コ

ン
の
必
要
性
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
そ
し
て
秋
は
カ
メ
ム
シ
大
量

発
生
、
ま
た
大
雪
を
伴
い
冬
将

軍
が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
自
然
の
力
に
逆
ら
う
こ
と
は

出
来
な
く
て
も
、
災
害
に
備
え
る

こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
物
理
的

な
限
界
は
あ
っ
て
も
、
人
の
力
は

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

自
分
で
考
え
行
動
す
る
力
、
他
の

人
と
協
力
す
る
力
、
得
意
を
活

か
し
社
会
に
貢
献
す
る
力
、
そ

し
て
創
造
す
る
力
、
こ
れ
ら
が
課

題
解
決
の
糸
口
と
な
る
は
ず
だ
。

　
失
敗
の
反
対
は
成
功
で
も
、
成

功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な
く「
何

も
し
な
い
」
こ
と
。
失
敗
を
恐
れ

ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
繰
り
返
せ
ば
、

少
し
ず
つ
で
も
成
功
に
近
づ
く

だ
ろ
う
。
簡
単
に
諦
め
な
い
こ
と

を
肝
に
銘
じ
た
い
。

（
編
集
委
員
　
大
津 

昌
克
）

平成３０年 １２月

第６回 倉吉市議会定例会

【会　　期】１２月３日（月）～１２月１９日（水）

【会議日程】

月日
曜

日

会議

区分
時　 間 内　　　　　 容

１２月３日 月 本会議 午前１０時
議案の上程

提案理由の説明

４日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

５日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

６日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

７日 金 予　備　日

８日 土 休　　会

９日 日 休　　会

１０日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

１１日 火 予　備　日

１２日 水 委員会 企画産業常任委員会（予定）

（録画）

１３日 木 委員会 教育福祉常任委員会（予定）

１４日 金 委員会 総務建設常任委員会（予定）

１５日 土 休　　会

１６日 日 休　　会

１７日 月 予　備　日

１８日 火 議事整理日

１９日 水 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

　 （※常任委員会は、録画放送）

※ １２月定例会の詳しい日程などは、倉吉市議会のホームページ

でご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

。 倉吉市議会


